


















































































































































































































































ベルクソンの著作等からの引用・参照箇所はすべて、 (Euvres，edition du 











せを前提とする数学や測定から逃れる o cf.1254. 
5) 抽象的時間の無力さに対し、実在的時間は「はたらく agirJ (1333)もの
であり、実在的時間である持続には「一種の力 esp色cede forceJ (782)・




















は見なしている o cf.317-319，344司352，373-375. 
9) I反転は単なる中断であろうJ(666)と述べられている。意識の持続の反
省では、弛緩から緊張へ、緊張から弛緩への二方向の反転が可能である。
按統と系 ベルクソニスムにおける物質観 11 
しかし、流動する実在(世界)の物質では、持続本来の方向である緊張の
中断が必然的に弛緩になるという一方向の反転しか認められていないよう
である。 cf.666，680， 681， 682， 684. 
10) I……物質は孤立的系を構成する傾向を持っており、この系は幾何学的に
処理される。我々が物質を定義するのはまさにそういう傾向によってであ
る。しかし、それは傾向でしかない。物質は極限までは進みはしないし、
完全な孤立も決してあり得ない。科学が極限まで進み、孤立させるのは、
研究の便宜のためであるJ(502-503)。引用に物質の「孤立的系を構成す
る傾向」とあるが、これは、系(科学)が作為的であるにしても、系の中
にもある客観的な傾向があることを意味しているのではないだろうか。恐
らく、その根源は流動する実在の弛緩と考えられる。
11) ベルクソニスムの流動する実在の持続的創造が、世界の存在と時間を産み
出している。それに対しデカルトの連続創造説では、世界の存在は非連続
な時間に沿って瞬間毎に神に創造され、世界の存在自体には創造的能力は
認められない。
12) 幾何学的な系や秩序である科学が扱う物質観にあっても、その形成におい
て我々精神の作為に大きな余地が残されている(cf.681)。それに対し、
流動する実在の中の緊張の中断(弛緩)は我々の作為によらない実証性で、
あり、む、しろ科学の扱う物質の幾何学的秩序をつくる我々の作為の出発点
であろう。
(大学院後期課程学生)
